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令和 ４年 ７月１５日
自治会員世帯数 218世帯

自治会要望へのご協力、ありがとうございました
梅雨明けが宣言されましたが、少し鬱陶しい天気が続いています。
７月３日締切にさせていただいていた自治会要望ですが、ご協力いただき、ありがとうございました。
色々な視点で考えていただき、たくさん要望を出していただきました。
西浦自治会として、要望を３点に絞る必要があり、三役で話し合って工夫し、自治連会長との協議の上

で、下記の通り、要望をさせていただくことになりました。

＜継続する内容＞
★①市道東4226号線の溝蓋 H29年～ →（大津市へ要望書を出す）
★②市道東4013号線の再舗装 R3年～ →（大津市へ要望書を出す）
○市道東4011号線から4027号線の交通安全対策R2年～ →（警察へ要望書を出す）
○市道幹2151号線の速度制限等の交通安全対策R1年 →（警察へ要望書を出す）

＜新規の内容＞
★市道東4068号線のセンターラインや路側帯の白線等 →（修繕依頼書で大津市へ要望を出す）
○レイクシティから市道4068号線へ出る所のカーブミラー（開発業者や市との協議上の今後の課題）
★③市道東4985号線から市道幹2151号線へ出る三叉路のカーブミラー →（大津市へ要望書を出す）
○コミュニティバス（循環バス）の運行 →（南大萱町会へ要望書を出す）

大津市へ要望書を出すのは、★マークの４点（継続要望２点、新規要望１点、修繕依頼１点）です。市道東4226号
線の溝蓋の設置は実に６年継続の要望となります。この件については反対意見もあり、「溝蓋をすれば抜け道になっ
て、通る車が増える」という意見もありました。このことも協議をしましたが、通り抜けても中筋道にしか出られな
いことから、通るとしても地元の人の軽自動車か軽トラックぐらいであろうということで、今までの経緯もあり、要
望を継続することになりました。
ただ、私たちは行政に対して、「してもらうのが当然」という思いを持ちますが、大津市内の莫大な量の要望に対

して、市役所の人は限られた少ない人員と予算で、苦労しながら頑張ってくれています。
このことは、私自身、要望のため強めの文章を使いながらも忘れてはならないと自戒しています。

＜市への要望＞継続案件①（側溝の溝蓋設置について） ･･･平成 29年度より（ 6年継続）

市道東4226号線 大萱３丁目１２-１３付近
この道路は、湖州平や萱野浦方面から瀬田駅に至る近道となっており、通勤、通学で通行する人や自転車の大変多い道とな
っています。
道幅が狭く通行人や自転車も多いため車両との接触事故が懸念され、自治会として危険な道路と認識しております。この

道を通る通勤者、通学者の安全確保のため、道路側溝に溝蓋(約30ｍ)をして頂くようお願いします。過去5年間の回答では、
市内で優先度の高い所から順次実施しますとの見解でしたが、要望も6年継続となり、通行量と危険性の面から優先度の高い
事案であると考えます。万一の事故発生の際には、要望が長年続いていたことも問題視されるのではと心配しています。

お知らせ

８月の地域安全パトロールは、８月１２日(金)19：00から実施予定です。
組長様、自主防犯防災の役員様、よろしくお願い致します。
第２回廃品回収は、８月６日（土）８：００からの予定です。

この自治会だよりの
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